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政 体状態 (主 として室温 )の水銀に匪するⅩ線回折鮭巣は数多 く発表されて
いるが､毅近の測定粘度の著 しい向上に もかかわ らず ,その散乱強度曲線は一
致を欠いている O
我 々は ,この不一致は実験条件などを検討 した療巣 ,試料の処呼集座による
液体状魚釣こおける原子分布の相違に由来 するのではなかろうか と考 A,この点
に着 目してⅩ線回折 ,ならひに粘性の測定を実施 し,さきに ｢水銀液 体の構造
日
の異常性 に関す る研究結巣｣を敢告 した ｡ す なわち融点守寸近か ら フC℃付近
の温度範観におLrlて ,鞄体状短か ら融解 した試料 と気体状鮎 か ら凝配 した盲試料
との間に各測定で差異が認め られ,かつその傾向は良い対応督示 している.
その後この間題について知見を得 るためさらに,軌 体状態か ら敵解 して,あ
るし1は気 体状態か ら敵船させた 2枚軌の水鉄液 体試料について -55℃ ,-15
℃ ,15℃,So℃, eP℃の各温度で詳細をX線回折強度測定を行なった｡
測定には -loo℃ - 1ロ0℃内近の各温度を ±1℃以内に制御 出来 る特殊
装置を用い, 1鯵以内の精度で実施 した｡
我々は先の報告において 2鞄類の試料に的するX線散乱強度曲線の比較を
main peakの高さを基準にして行な ったが ,その後の実験 ならびに換討の結
2)
巣 ,む しろ基準は main peakの底部にすべきであることが明 ら,か と希ったO
融点直上に相当す_る -55℃の鮭巣を Fig.1に示めす.実線は鼠体状態か
ら融解 した試料について,放線は気 体状静か ら換鮎させた試料についての
-55℃ におけるX線散乱強度である｡
Fig.1か ら明 らかを様に,main peakの頂上付近 (sinβ/ス～- 0.185
呈~1)と main peakの high angle側 (sinβ/i_～ 0.225Å~')に差異
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Fig.1 Ⅹ-ray diffraction pattern for liquid
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0
一般に艶体鮭晶による回折敵は sharpであるが 1OOCA 以下の 徴駐晶に
在ると broadeningが起こるO




主として FLivllne らによって指摘 蔓れた水銀液体03Ⅹ線散乱強度曲線 に
おけ る main peakの high angle低 に認め られる subsidiary Ⅱ,aXimlユm
との 臨 係を明確にす る為に Fig.1に reducedした AuについてのⅩ線散
乱強度曲線を一点鎖線で示めしたC
2極 類の試料 とも simpleliquidmetalである Auと比較すれば high
a_ngle俄 でずれが見られ main peakは asyⅡ皿etry と食ってhる.即ち我
々のⅩ線画折夜ちびに粘性の冥駿により指摘 した ｢水鍛液体の構造の異常性 ｣
subsidiary maximum と直接匪係していない｡
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subSidiary maXimumの原因についてはさらに詳細を研究が必要であるが,
我々の実験結果から特に,面体状鮭か ら融解 した試料に関するX線散乱強度は
























ているものは密度,粘性 ,電気扱抗 ,帯磁率のみであ り,直接液 体構造に匪す
る帝告は夜ho
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